
　７月10日、愛知警察署と日進、豊明、長久手、東郷町の４市町は、認知症高齢者などの行方不明者を早期に発見
する取組に関する協定を締結しました。４市町とみよし市は、平成24年度から認知症等でひとり歩きの恐れがあ
る人等を対象に家族から事前に届け出を受け、ひとり歩きにより行方不明になったと連絡を受けた際、関係機関な
どと情報を共有する「あいちオレンジネットワーク」を発足し連携をしていました。今回の協定締結により、愛知警
察署とも情報共有を進め、行方不明者の早期発見や保護に繋げることを目指します。

 

認知症高齢者等行方不明者の
早期発見等の取組に関する協定を締結

事前に東郷町ひとり歩き高齢者見守りネットワーク事業へ登録を
　町では、ひとり歩きにより行方不明となる恐れのある認知症高齢者等を対象に、ひとり歩きにより行方不明に
なった際、早期発見や保護に繋ぐことを目的に、見守りネットワークへの事前登録が可能です。事前登録は、申請書
を役場に提出いただくだけで登録が可能です。（ただし、直近3カ月以内の写真の添付が必要）

ひとり歩き位置情報提供サービス（GPS）導入助成事業
　町では、自力で外出することが可能で行方不明となるおそれのある
高齢者を対象に、位置情報サービスの利用を目的とした端末機
（GPS）の導入に要する初期費用に対し、一部助成をしています。
 対象者　町内在住の自力で外出することが可能である高齢者で
　　　　 認知症と診断を受けているまたは認知症の疑いのある人
　　　　 （施設入所は除く）
 内　容　GPS端末機の導入に要する初期費用の助成
　　　　 （月額の使用料やオプションなどは除く）
 助成額　7,000円（上限額）
 申請方法　役場に申請書を提出

令和5年住宅・土地統計調査
　この調査は、住生活に関する最も基本的で重要な調査で、調査対象となっ
た世帯の人に10月1日時点での住まいの状況などを回答いただくものです。
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調査の目的は？
高齢者の住まい方や空き家対策の重要性が年々高まっていることを踏まえ、空き家の状況などを把握することを
主な狙いとしています。
調査の結果は何に使われるの？ 
住生活基本計画や耐震・防災を中心とした都市計画づくりなど、私たちの暮らしと住まいに関する計画や施策の
基礎資料として幅広く利用されます。
対象者は？
町内の調査対象となった約750世帯で、対象の世帯は無作為に選ばれます。
対象になったら何をするの？
調査をお願いする世帯には、9月下旬から調査員が調査書類を配布しますので、回答にご協力をお願いします。
スマートフォン・タブレット端末にも対応したインターネット回答を特におすすめします。 
調査員はどんな人？
県知事から任命を受けています。調査員は常に顔写真入りの調査員証を携帯しています。
不審な電話や訪問者には回答しないでください。 
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